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					このページはまだ校正されていません
は敢（あへ）て
彼等（かれら）に
附（つ）かざりき、
然（しか）れども
民（たみ）は
彼等（かれら）を
崇（あが）めたり。
一四
男女（なんにょ）の
信（しん）ずる
者（もの）、
增（ますます）
多（おほ）く
主（しゅ）に
就（つ）き、
一五
人（ひと）
病者（びやうしゃ）を
衢（ちまた）に
舁（か）き
出（いだ）して、
床（ゆか）
及（およ）び
榻（とこ）に
置（お）き、ペトルの
過（す）ぎて、
其影（そのかげ）の
或（あるひ）は
之（これ）を
蔭（おほ）はんことを
冀（こひねが）ふに
至（いた）れり。
一六
又（また）
衆（おほ）くの
人（ひと）は、
近傍（きんばう）の
諸邑（しょいふ）より、
病（や）める
者（もの）
及（およ）び
汚鬼（をき）を
患（うれ）ふる
者（もの）を
攜（たづさ）へて、イエルサリムに
集（あつま）れり、
皆（みな）
愈（い）ゆるを
得（え）たり。
一七
司祭長（しさいちやう）
及（およ）び
凡（およ）そ
彼（かれ）と
偕（とも）にする
者（もの）、サッドゥケイの
異端（いたん）の
徒（ともがら）は、
起（た）ちて、
嫉（ねたみ）に
滿（み）てられ、
一八
其手（そのて）を
使徒（しと）に
措（お）きて、
之（これ）を
公獄（ひとや）に
下（くだ）せり。
一九
然（しか）れども
主（しゅ）の
使（つかひ）
夜（よる）
獄（ひとや）の
門（もん）を
啓（ひら）き、
彼等（かれら）を
引（ひ）き
出（いだ）して
曰（い）へり、
二〇
往（ゆ）きて、
殿（でん）に
立（た）ち、
此（こ）の
生命（せいめい）の
言（ことば）を
悉（ことごと）く
民（たみ）に
語（かた）れ。
二一
彼等（かれら）
之（これ）を
聞（き）きて、
早朝（さうてう）
殿（でん）に
入（い）りて
教（をし）へたり。
時（とき）に
司祭長（しさいちやう）
及（およ）び
之（これ）と
偕（とも）にする
者（もの）、
來（きた）りて、
公會（こうくわい）
及（およ）びイズライリの
諸子（しょし）の
長老等（ちやうらうら）を
召（め）し
集（あつ）め、
獄（ひとや）に
使（つかひ）して、
使徒（しと）を
將（ひき）ゐ
至（いた）らんことを
命（めい）ぜり。
二二
下吏（したやく）
往（ゆ）きて、
彼等（かれら）を
獄（ひとや）の
中（うち）に
見（み）ざりき、
乃（すなはち）
反（かへ）りて、
告（つ）げて
二三
曰（い）へり、
我等（われら）は
獄（ひとや）の
固（かた）く
閉（とざ）され、
守（まも）る
者（もの）の
門（もん）の
前（まへ）に
立（た）てるを
見（み）たれども、
之（これ）を
啓（ひら）けば、
内（うち）に
一人（ひとり）をも
見（み）ざりき。
二四
司祭長（しさいちやう）、
殿（でん）の
司（つかさ）、
及（およ）び
他（た）の
司祭諸長（しさいしょちやう）は、
此（こ）の
言（ことば）を
聞（き）きて、
此（こ）れ
何（なに）ならんと
異（あやし）めり。
二五
或（あるひと）
來（きた）りて、
彼等（かれら）に
告（つ）げて
曰（い）へり、
視（み）よ、
爾（なんぢ）
等（ら）が
獄（ひとや）に
下（くだ）しゝ
者（もの）は、
殿（でん）に
立（た）ちて、
民（たみ）を
教（をし）ふ。
二六
其時（そのとき）
殿（でん）の
司（つかさ）
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